
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

諦めない心 

                     副校長 鈴木 志信 

 

先日、学校でプール納めが行われました。小学生は夏休みの４日間も含めて練習を重ね、前回よ

り昇級できた児童がたくさんいました。中学生は時々、一人１レーンを使用したり、器具をつけて

練習したりして前回よりもタイムを更新した生徒が数多くいました。 

 皆さんは、池江璃花子（いけえ りかこ）選手を知っていますか。白血病を克服して 2020 年 8

月 29 日に競技復帰した方です。白血病は「血液のがん」とも言われる血液疾患です。池江さんは

高校３年生だった 2018 年、アジア競技大会競泳で６つのレースで金メダルをとり、大会ＭＶＰ

にも選ばれました。アジアで最も速い女子選手が、その２年後の東京オリンピックで必ず活躍する

だろうと誰もが思っていました。ところが 2019 年 2 月 12 日に白血病であることがわかり、

2019 年 12 月 17 日に退院するまでの約 10 ヶ月の闘病生活を余儀なくされました。 

 しかし、池江さんは退院したその日に「2024 年パリ オリンピックを目指す」と決意を表明し

ます。懸命のリハビリ後、2020 年３月に 406 日ぶりにプールでのトレーニングを再開し、８月

29 日に 594 日ぶりにレースに復帰しました。その前日、新型コロナ禍など暗いニュースが続く

中、「不安な毎日が続いているので、病気と闘っている方や、いつも応援してくれる方々に、私の

レースを見て、ポジティブな気持ちをもってもらえたらいいなと思っています。」と感謝の気持ち

を示していました。 

 復帰レース（50 メートル自由形）のスタート前、「あぁ本当に戻って来られたんだ。」と思いス

タート台に上がりました。序盤は出遅れたが終盤に周りと競った瞬間、「行けるんじゃないか。」と

粘って 26 秒 32 の１着でフィニッシュ。日本学生選手権水泳競技大会の参加標準記録をクリアし

ました。退院直後の体重は 10 キログラム以上減り、懸垂運動は１回もできませんでした。苦しか

った闘病生活の日々が頭を駆け巡りました。「一番辛かった時期を知るマネジャーさんが、ウルっ

としている姿を見て、もらい泣きしました。第２の水泳人生の始まり。目標を大幅に上回り良い形

でスタートできました。多くの方に自分の泳ぎを、また見てもらうことができて嬉しい。徐々にタ

イムを出してパリに向かっていきたい。」と人生の再出発を振り返りました。 

 ２学期は修学旅行や学芸会、父島移動教室、ロードレース大会なども予定されています。また、

中学校生徒会長が中学３年生から中学２年生に代わり、委員会活動は中学２年生が中心となって行

っています。部活動も本格的に再開しています。これから直面する様々な場面で、決して逃げよう

とせずに立ち向かい、何かを成し遂げようとする気持ち“諦めない心”をもって学校生活に取り組

んでいきましょう。 
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向島・平島探検隊！ 

小学校 第４学年担任 

 

４・５年生は総合的な学習の一環として、９月１５日（火）に向島と平島に校外学習に行って

きました。当日は天候にも恵まれて、実りの多い体験学習ができました。当日を迎えるにあた

り、まずは東京都レンジャーさんによる事前学習を行っていただきました。向島と平島に生息す

る生き物の種類や、触れてはいけない危険生物のこと、魚の分類の仕方など、さまざまなことを

教えていただきました。子供たちにとって身近なことでも、意外とその名前や生態については知

らないことが多く、興味深く聞く様子が見られました。 

 

校外学習当日は青空が広がり、海も透き通っており、気持ちの良い天候でした。子供たちは学

校の出発式で、それぞれの１日のめあてを発表し、大きな声で見送りの教員たちに「行ってきま

す！」と言って、出発しました。港では東京都レンジャーさんや漁業組合のみなさんとあいさつ

をして、予定や注意点を聞きました。真剣に話を聞きつつも、みんなワクワクしている気持ちが

顔に表れていました。 

 

まずは向島に向かいました。波はほとんどなく、鏡のような海面を船が割っていくように進ん

でいきました。向島ではオガサワラセセリの調査、磯での生き物探索、ビーチクリーンなどを行

いました。残念ながらオガサワラセセリは発見できませんでしたが、オオイワガニやタカラガイ

を捕まえて、楽しそうでした。島には流れ着いたごみも多く、子供たちは積極的に拾っていまし

た。小笠原の自然を大切にしたいという気持ちがしっかりと根付いているように感じました。余

った時間でスノーケリングも行い、ギンガメアジの群れや、大きなチギに出会うこともできまし

た。子供たちの泳ぎっぷりはさすがの一言で、次々魚を見付けては観察していました。 

 

続いて向かった平島では、お昼を食べ、外来種の駆除を行い、スノーケリングをしました。緑

豊かな中、向島での疲れもあり、お昼のご飯は格別に美味しく感じたのか、みんなあっという間

に食べ終わりました。外来種駆除では、子供の身長より圧倒的に高いパパイアの木を、みんなで

協力し合いながら抜きました。根本からスルッと抜ける感じが楽しくて、夢中になって取り組ん

でいました。楽しみながらも固有種を守る活動ができ、とても良い体験でした。 

 

帰りの航路ではイルカの群れに遭遇しました。十数頭からなる群れで、船の回りを泳いだり、 

ジャンプしたりしており、疲れ果てていた子供たちからはこの日１番の歓声が上がっていまし

た。帰島後、東京都レンジャーさんや漁業組合のみなさんにお礼を述べ、学校へと向かいまし

た。学校の到着式では、それぞれが１日で学んだことを発表し、解散となりました。普段見慣れ

ている気のする自然も、かけがえのないものであることに気付かされる１日となりました。 



 

生徒会役員選挙 

中学校役員会担当 

 

9月 16日（水）に中学校で生徒会役員選挙が行われました。選挙直前はいつもの雰囲気とは

異なり、緊張感が漂っていました。生徒会役員選挙は立候補者と応援弁士が演説を行った後、生

徒会役員の投票を行いました。可能な限り、国政選挙や地方選挙の投票方法と同じ形で行い、数

年後に選挙権をもつ生徒にとって良い経験になりました。 

 

この生徒会役員選挙の準備が始まったのは、選挙管理委員が発足された約３週間前です。選挙

管理委員は慣れない仕事に戸惑いながらも、選挙が滞りなく進むように朝や放課後の時間を利用

して準備をしてきました。立候補者に渡す書類の作成・掲示、選挙管理事務所の開設、告示や選

挙ポスターの掲示、説明会の司会進行等、やることは多くあります。そんな忙しいスケジュール

の中でも、１つ１つ丁寧に確認しながら、進めていました。立候補者にどのように書類の説明を

したら伝わるか、挨拶運動をしている立候補者にどのように呼びかければいいのか等、自分達で

考えながら選挙管理委員としての責任を果たそうとしていました。 

 

立候補者も選挙当日まで忙しいスケジュールの中、頑張って準備を進めていました。朝の選挙

運動では他の生徒が登校する前に玄関に立ち、「よろしくお願いします！」と挨拶をしたり、演

説の原稿作成と発表練習のために放課後遅くまで残って考えたり、美術科の先生にアドバイスを

もらいながら選挙ポスターを作成したり、様々な活動をしました。特に朝の選挙運動での真剣な

呼びかけは、立候補者以外の生徒が選挙に関心をもって取り組むきっかけにもなりました。 

選挙活動を通して、立候補者はこれからどのような学校にしていきたいか、そのために生徒会

役員として何をしていくのか、改めて考えることができ、生徒会役員候補として責任をもたなけ

ればならないことに気付くことができたと思います。 

 

この選挙運動期間で印象的だった場面があります。ある日の放課後、教室で複数の生徒が選挙

規約を見ていました。生徒総会で配られた選挙規約を再度確認して疑問に思ったことを教え合っ

ていました。疑問に思ったことをそのままにせず確認している様子から、選挙に対しての真剣な

態度で取り組もうとしている姿勢が伝わりました。 

 

今回の生徒会役員選挙では４人の生徒が当選し、後期の生徒総会で生徒会役員に就任する予定

です。さっそく後期の生徒総会に向けて、それぞれ選挙で掲げた公約をもとに活動計画を立てま

した。今後、生徒会役員が中心となってより良い生徒会をつくっていくことを期待したいと思い

ます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１０月の主な行事予定 16 金  

１ 木 都民の日 中間考査１(中) 17 土  

２ 金 中間考査２(中) 移動教室説明会(小 6) 英検一次 18 日  

３ 土  19 月 中朝礼 

４ 日  20 火  

５ 月 朝礼 安全指導 ユメセン(小５,中２)SC 在島 21 水  

６ 火 生徒総会(中)            SC 在島 22 木  

７ 水 SC 在島 23 金 漢字検定 

８ 木 SC 在島 24 土 修学旅行終(中 3) 

９ 金  25 日  

10 土  26 月 中 3 振替休業日 

11 日  27 火 中朝礼 

12 月 朝礼（保健指導） 避難訓練 28 水 学芸会リハーサル 

13 火 修学旅行始(中 3) 29 木  

14 水  30 金 学芸会前日準備 

15 木 デザートの日 31 土 学芸会 

 

 

 

生活目標 

「自分から進んで働こう」 

・周りの人の支えに感謝しよう。 

・力を合わせて仕事をしよう。 

・社会に役立つ大切さを理解しよう。 

 

安全指導 ５日（月） 

「刃物の取り扱いと道具の借用・返却について」

が、重点指導目標です。 

 今月は、学芸会に向けて道具を作るなど、刃物を使

用する機会が増えます。先生に無断で使用することの

ないよう、ルールを守り安全に気を付けて使い、きち

んと返却するよう指導を徹底します。 

 

避難訓練 １２日（月） 

 校内での地震を想定した避難訓練を行います。各学

級で突然の強い揺れから身を守る行動や判断力を学び

ます。緊急時に落ち着いて、素早く身を守るための行

動をとれることを目標に行っていきます。 

 

 

 

 ◆日時 

学芸会    10 月３１日（土） 

開演８時４５分 

  振替休業日  11月 ２日（月） 

 

今年度の学芸会は、以下の３つの演目を行います。 

〇1・4・6年   劇 

〇2・3・5年   劇 

〇中学生    朗読劇 

コロナ禍での学芸会実施となります。入場制限や、

マスクの着用など様々な制約が出てくると思います。

詳細につきましては、後日配布いたします、「学芸会

のお知らせ」をご覧ください。 

ご理解ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

１０月の生活指導 令和２年度 学芸会 

 

 

 

 

 

本年度より「学校評価アンケート」の実施日を以下の

ように変更いたします。 

  昨年度まで  10月実施 

  本年度より  12 月実施 

 

学校評価アンケート 


